
　ビジネス・キャリア検定試験標準テキスト『生産管理オペレーション２級（作業・工程・

設備管理）』の記述の一部に誤りがありました。お詫びとともに以下のとおり訂正させ

ていただきます。

訂　　正　　表

版・刷 頁 訂正個所 誤 正

第２版 140 図表３－２－５中の

Ｈ部分

外注品（2） 外注品（1）

第２版 162 本文上から５行目 ～着手手番＝完成手番－

工程手番

～着手手番＝完成手番＋

工程手番

第２版 248 本文下から２行目 ⑦メンテナンスが安全に

行えるよう工具数等を～

⑦メンテナンスが安全に

行えるよう工具類等を～

第２版 268 本文上から２～３行

目

～エ．設備作業標準、オ．

設備検査標準、カ．設備

検収標準、キ．設備保全

標準、ク．設備作業標準

などが挙げられる。

～エ．設備作業標準、オ．

設備検査標準、カ．設備

検収標準、キ．設備保全

標準などが挙げられる。

第２版 300 「④標準偏差」の４

行目

～分散と同様に母標準偏

差（σ）と標本標準偏差

（S）がある。

～分散と同様に母標準偏

差（σ）と標本標準偏差

（s）がある。

第２版 393 本文上から12行目 標準製造間接費＝1,600

円／時間＋750時間＝120

万円

標準製造間接費＝1,600

円／時間×750時間＝120

万円

第２版 409 本文下から５行目

（６）の式
M＝P× M＝P×

第２版 409 本文下から４行目
が導かれ、
を〜

が導かれ、
を〜

第２版 415 本文下から２行目 ～計算すると図表７－５

－４のようになり、～

～計算すると図表６－５

－４のようになり、～

第２版 417 本文上から６行目 ～得られた利益と直原価

価計算による利益の～

～得られた利益と直接原

価計算による利益の～

第２版 419 図表６－５－８下部

の限界利益／Ｈと工

数（時間）の図中のＡ

Ａ
20

Ａ
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●（第２版）389頁　本文上から１～６行目

〔誤〕　　　組立部門の時間単価：1,030万円／（1,300＋200）≒6,867円

　　　◎　製品の原価の計算

　　　　　Ａ製品：40万円（材料費）＋（7,429円×５時間）＋（6,867円×15時間）

　　　　　　　　　＝540,150円

　　　　　Ｂ製品：60万円（材料費）＋（7,429円×15時間）＋（6,867円×25時間）

　　　　　　　　　＝883,110円

〔正〕　　　組立部門の時間単価：1,030万円／1,300≒7,923円

　　　◎　製品の原価の計算

　　　　　Ａ製品：40万円（材料費）＋（7,429円×５時間）＋（7,923円×15時間）

　　　　　　　　　＝555,990円

　　　　　Ｂ製品：60万円（材料費）＋（7,429円×15時間）＋（7,923円×25時間）

　　　　　　　　　＝909,510円

第２版 506 本文下から４行目 〜の使用を禁止してい

る。

〜の使用を制限してい

る。

※第２版：平成20年９月12日発行


